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国内の自然史標本の歴史：戦前国内の自然史標本の歴史：戦前

• 国立の自然史系博物館はなかった。国立の自然史系博物館はなかった。

国立科学博物館の前身であった東京科学博物館は存在し
たが、教育・普及活動が中心。研究やコレクション収集活動たが、教育 普及活動が中心。研究やコレクション収集活動
は活発ではなかった。

• 地方自治体や財団の博物館はごく少数存在したが、地方自治体や財団の博物館はごく少数存在したが、
教育・普及活動が中心。

• 大学博物館もなかった• 大学博物館もなかった。

• 自然史標本は主に大学の研究者が収集・管理。

• コレクション管理は個人ベースで行われ、公的な管
理はなかった。



国内の自然史標本の歴史：戦後国内の自然史標本の歴史：戦後
戦前と比べると大きな前進

• 国立科学博物館に研究部が設置され、研究活動やコ
レクション収集・管理を重視するようになった。

• 地方自治体に自然史系博物館が設立され、研究活動
やコレクション収集・管理も行うようになった。

• 大学博物館が設立されるようになった（例：東大総大学博物館が設立されるようになった（例：東大総
合研究資料館1966年）。

• しかし 依然として 自然史コレクションに関する• しかし、依然として、自然史コレクションに関する
国家的方針は策定されていない。



自然史標本を取り巻く環境 変化自然史標本を取り巻く環境の変化

• 地球環境や生物多様性の重要性が認識されるよ
うになり 自然史標本の価値が認められるよううになり、自然史標本の価値が認められるよう
になった。

自然史系博物館のコレクションのデ タベ ス• 自然史系博物館のコレクションのデータベース
化が1980年代に始まった。

世紀に り 生物多様性情報に関わる国際デ• 21世紀に入り、生物多様性情報に関わる国際デ
ータベースプロジェクトが活動を開始した：

や ( )GBIFやEoL(Encyclopedia of Life)。



国立科学博物館のコレクションの現状国立科学博物館 クシ ン 現状

• 動物、植物、菌類、化石、岩石・鉱物、人類等の動物、植物、菌類、化石、岩石 鉱物、人類等の
自然史コレクションと理工資料を所蔵。

• 登録標本は約400万点 未登録標本も加えると• 登録標本は約400万点。未登録標本も加えると
1000万点以上。

標本 資料統合デ タベ スによ て55のコレ• 標本・資料統合データベースによって55のコレ
クション、約126万件のデータを公開。

内 び 部太 洋地域 中核的• 国内及び西部太平洋地域で中核的コレクション。

研究面、コレクション収集・管理においてセンター的
役割を求められている。

• 今年度中に新宿分館がつくば地区に移動。すべて
のコレクションと研究部がつくば地区に集まる。



国立科学博物館の標本・資料統合データベース国立科学博物館の標本 資料統合デ タ ス
126万件のデータを公開



コレクションポリシーの策定（2010年10月22日）



コレクションポリシー
利用、廃棄、コレクション情報公開の方針も含む



国立科学博物館の標本セーフ国立科学博物館の標本セ フ
ティー活動

国立研究機関や大学、個人のコレクションを受け
入れてきた。入れてきた。

過去10年間の受け入れ点数：約163万点。

主な機関とコレクシ ン主な機関とコレクション

遠洋水産研究所魚類コレクション：約100万点

斎藤報恩会自然史博物館コレクション：約16万点

東京農業大学維管束植物コレクション：約15万点東京農業大学維管束植物コレクション：約15万点

東アジア産ユスリカコレクション：約5万点

筑波大学維管束植物コレクション：約5万点筑波大学維管束植物コレクション：約5万点



斎藤報恩会自然史博物館コレクシ ンの斎藤報恩会自然史博物館コレクションの
受け入れ



斎藤報恩会自然史博物館
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斉藤報恩会による学術助成
公的な学術助成金は戦前 少なか た公的な学術助成金は戦前、少なかった
斉藤報恩会の学術助成によって様々な分野の学術が発展した



八木 宇田アンテナ八木・宇田アンテナ



斉藤報恩会コレクシ ンの特徴斉藤報恩会コレクションの特徴

日本の自然が良好な状態に保たれていた1930年代に
採集された標本が多い。

東北地方6県から集中的に採集されている東北地方6県から集中的に採集されている。
6県から広く採集するため組織的な調査が行われ

た。た。
採集者には当時の中学校教諭など、地方の自然に詳

しい人たちが選ばれていた。
採集方法などを示した「斉藤報恩会時報」が出版さ

れた。
コレクションの総点数は1６万点を超えるコレクションの総点数は1６万点を超える。
新種のタイプ標本など貴重な標本が多数含まれてい

る。る。



1930年代に品井沼で採集されたシナイモツゴの標本



斎藤報恩会自然史博物館 液浸標本斎藤報恩会自然史博物館の液浸標本



斉藤報恩会自然史博物館の魚類標本



斉藤報恩会自然史博物館の鳥類本剥製標本



斉藤報恩会自然史博物館の鳥類仮剥製標本



移動のため1階に並べられた哺乳類本剥製標本



移動のため梱包された液浸標本移動のため梱包された液浸標本



標本運搬のため21台の大型トラックを使用標本運搬のため21台の大型トラックを使用
仙台から東京まで2006年2月に移動



企画展「東北の自然史」斎藤報恩会コレクションの展示



企画展「東北の自然史」



標本セーフティーネットと自然史系
館館 懇博物館館長懇談会

自然史系博物館に関わる様々な課題を検討自然史系博物館に関わる様々な課題を検討

国立科学博物館国立科学博物館
茨城県自然博物館
千葉県立中央博物館千葉県立中央博物館
群馬県立自然史博物館
神奈川県立自然史博物館
滋賀県立琵琶湖博物館滋賀県立琵琶湖博物館
大阪市立自然史博物館
兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館
北九州市立自然史・歴史博物館



自然史系博物館館長懇談会における自然史系博物館館長懇談会における
検討

昨年 標本セーフティーネットを科博から提昨年、標本セ フティ ネットを科博から提
案。

標本セーフティーネット活動に関する基本的了標本セ フティ ネット活動に関する基本的了
解を得た。

事務局は科博が担当。事務局は科博が担当。

標本セーフティーネットを具体化するためには
様々な課題があるため、ワーキングループを様々な課題があるため、ワ キングル プを
作って検討する（例：受け入れのための基準
は？ 何でも受け入れる事になるのは困る）。は？ 何でも受け入れる事になるのは困る）。



標本セーフティーネット構築の上で
留意すべき事柄

• 博物館及び研究員・学芸員のネットワークが重要
（全科協、S-netやNPO西日本など）。

• コレクションを受け入れるためには事前の情報収
集が必要。そのためには博物館が信頼を得ていな
ければならないければならない。

• 標本は公的な性格を有するので、博物館に入れば
個人所有から離れる。個人所有から離れる。

• 国内の自然史コレクションの現状を把握するため
メタデータベースを構築する。まず自然史系博物

が館から開始する。大学も参加して欲しいが、分類
学会連合等のしかるべき機関が担当することが合
理的理的。



国内の自然史系博物館のコレク国内の自然史系博物館のコレク
ション情報の整備

電子化されていないコレクションの情報が必電子化されていないコレクションの情報が必
要。

どのような標本がどれくらい国内にあるのか誰どのような標本がどれくらい国内にあるのか誰
も知らない。

電子化されていないコレクションのメタデータ電子化されていない レクションのメタデ タ
ベース作成を進めなければならない。

全国の自然史コレクションの全貌が把握できれ全国の自然史 レクションの全貌が把握できれ
ば、研究面やコレクション管理の点で大いに役
立つ。。

メタデータベースを構築できれば、それぞれの
博物館のコレクションの特徴を把握できる。



おわりおわり

自然史博物館＝コレクション


